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リスク心理学の基本的
な問題意識な問題意識

→ How safe is safe enough?

（意訳）情報セキュリティはどれ（意訳）情報セキュリティはどれ
くらいのレベルまで高めれば、
ユーザーは納得するのか？

ヒューマンエラーはどれくらい少
なければ、ユーザーは安心する
のか？のか？



おそらく 納得や安心をもたらす一定のリスクレベルはないおそらく、納得や安心をもたらす 定のリスクレベルはない

e.g.わが国の食中毒死亡者数の推移

年前後 人1960年前後 0.27/10万人

1980年前後 0.017/10万人

後2000年前後 0.004/10万人

つまり、食の安全は高まっているのに、安心は低下

他にも、平均寿命は延び、交通事故は減少し、治安も悪化して

いない etc 〜しかし 各領域で不安は高まっている（らしい）いない、etc. 〜しかし、各領域で不安は高まっている（らしい）

おそらく、情報セキュリティについても「これで十分安心」という

特定のリスクレベルというのはないのではないか？



もちろん、「セキュリティレベルの高さ」と

ザ「ユーザーの安心」は無関係ではなく、セ

キュリティレベルが高いことは、安心の必要

条件だろう

でも、それだけでは不十分で、安心を得るに

は、プラスアルファの取り組みが必要、 ラ ア ァ 取り組み 必要

それは何か？



その答えは、おそらく「信頼」

→ユーザーにとって情報セキュリティは外部

依存性 専 性 高 領域依存性、専門性の高い領域

依存する外部の専門家次第で 自分たち依存する外部の専門家次第で、自分たち

が危険に陥る。したがって、依存する他者を

信頼できれば安心できるし、納得がいく



ヒ ン ラ を低減させ セキ リテ をヒューマンエラーを低減させ、セキュリティを
高める努力はもちろん、必要

けれでも、ヒューマンエラーをゼロにすること
はできないし、ゼロにならないことを前提とすはできないし、ゼロにならないことを前提とす
べき

その上で 信頼（≒安心）を得るための（セその上で、信頼（≒安心）を得るための（セ
キュリティレベルをあげることとは別の）努力
が必要が必要

では、信頼は何によって導かれるのか？では、信頼は何によ て導かれるのか


